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2国ナウマン象の全身復元骨格の見られる自然史系博物館

佐藤喜男1)

つくば市周辺では多くのナウマン象の胃歯等の化石が

見つかっています.関東地域では数カ所の自然史系の博

物館で.このナウマン象の全身の復元骨格の展示が見ら

れます.ナウマン象は約30万年～2万年前にすんでいた

旧家の仲間です.復元のもととたった化石の保存状態や

骨のそろい具合,復元を行った時期だと研究の進展にと

もたってさまざまた復元が行われています.

全身骨格の復元が出来るようだ一頭分にあたるような

化石の発見や大切た頭骨の発見は,(1)1966年;千葉県印

旛郡印旛村瀬戸,(2)1969年;千葉県香取郡下総町町猿山

(頭骨だけ),(3)1971年;北海道広尾郡虫類村字晩成,(4)

1976年;東京都中央区日本橋浜町の四つがあげられま

す･(1),(3)では頭骨は発見されていません･

東京周辺でナウマン象の全身復元骨格の見られる博物

館は千葉県立房総風土記の丘資料館･国立科学博物館･

東京都高尾自然科学博物館･千葉県立中央博物館ですが

このうち国立科学博物館以外のものを紹介Lます･

千葉県立房総風土記の丘資料館:一番最初に復元され

た全身骨格(国立科学博物館の展示と同じ)で(1)と(2)の標

本をもとに横浜国立大学の長谷川善和先生による復元で

す.肩までの高さは2.2m.化石の埋没状態を示す写真

展示もしてあります(写真1).

千葉県立中央博物館:長谷川善和先生による最新の全

身骨格の復元で主に(1)と(2)の他に神奈川県藤沢市天寿院

下の標本(高橋･野苅家(1980))を使った復元です･肩ま

での高さは2.2m以上で紹介した復元骨格の内で一番大

きいものです(写真2).展示はこの房総の地学のコｰナ

ｰの他,生物の分類(房総の化石)のコｰナｰにもナウマ

ン象の下顎骨が展示されています｡

東京都高尾自然科学博物館:(4)の骨格の非常に良く揃

った標本を使った沢村寛先生(鶴見大学)･高橋啓一先生

(日本歯科大学)による復元で,肩までの高さは1.9mで

小型のメス象と考えられています(写真3)･この他,五

日市町から発見された巨大たステゴドン象の骨の一部が

展示されています.

千葉県立中央博物館と東京都高尾自然科学博物館では

生態復元図が全身復元骨格のそばに展示してありますが

ナウマン象が南からやって来たのか,北からやって来た

のか考え方によって大きく違ってきます｡東京都高尾自

然科学博物館の生態復元図はナウマン象は北からやって

写真1

千葉県立房総風土記の丘資料館のナウマン象

全身復元骨格
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写真2

千葉県立中央博物館のナウマン象全身復元骨

格

写真3

高尾自然科学博物館のナウマン象全身復元骨

格

来たとして,ふさふさした長い毛を持っているように描

かれています.

この他,(3)のナウマン象の全身復元骨格は北海道広尾

郡忠類村のナウマン象記念館,札幌市の北海道開拓記念

館に展示されています.
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千葉県立房総風土記の丘資料館:印旛郡栄町竜角寺978,Te1･

0476-95-3126,入館料一無料,JR成田線安食駅よりバス,

風土言己の丘下車,徒歩5分,月曜日休館.

干葉県立中央博物館:千葉市青葉町955-2,TeL0472-65-3m,

入館料一無料,JR千葉駅から京成バス大学病院前行き,中

央博物館下車,徒歩5分,月曜日休館.

東京都高尾自然科学博物館:八王子市高尾町2436,Te1.0426-61

入館料一無料,京王高尾線高尾山口駅下車徒歩5分,毎月
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